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○ 各医療機関（有床診療所を含む。）は、毎年、病棟単位で、医療機能の
「現状」と「今後の方向」を、自ら１つ選択して、都道府県に報告。

医療機能の名称 医療機能の内容

高度急性期機能

○ 急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高い医療を提供する機能※
高度急性期機能に該当すると考えられる病棟の例
救命救急病棟、集中治療室、ハイケアユニット、新生児集中治療室、新生児治療回復室、小児
集中治療室、総合周産期集中治療室であるなど、急性期の患者に対して診療密度が特に高い医療
を提供する病棟

急性期機能 ○ 急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、医療を提供する機能

回復期機能
○ 急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを提供する機能。
○ 特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頚部骨折等の患者に対し、ＡＤＬの向上や在宅復
帰を目的としたリハビリテーションを集中的に提供する機能（回復期リハビリテーション機能）。

慢性期機能
○ 長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能
○ 長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意識障害者を含
む）、筋ジストロフィー患者又は難病患者等を入院させる機能

病床機能報告制度

○ 回復期機能については、「リハビリテーションを提供する機能」や「回復期リハビリテーション機能」のみではなく、リハビリテー
ションを提供していなくても「急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療」を提供している場合には、回復期機能を選択できるこ
とにご留意ください。
○ 地域包括ケア病棟については、当該病棟が主に回復期機能を提供している場合は、回復期機能を選択し、主に急性期機能を提供して
いる場合は急性期機能を選択するなど、個々の病棟の役割や入院患者の状態に照らして、医療機能を適切に選択してください。
○ 特定機能病院においても、病棟の機能の選択に当たっては、一律に高度急性期機能を選択するのではなく、個々の病棟の役割や入院
患者の状態に照らして、医療機能を適切に選択してください。
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病床機能報告制度における主な報告項目

病
床
数
・人
員
配
置
・機
器
等

医療機能（現在／今後の方向）
※ 任意で２０２５年時点の医療機
能の予定

許可病床数、稼働病床数

一般病床、療養病床の別

医療法上の経過措置に該当する病床数

看護師数、准看護師数、看護補助者数、助産
師数

理学療法士数、作業療法士数、言語聴覚士数、
薬剤師数、臨床工学士数

主とする診療科

算定する入院基本料・特定入院料

DPC群

在宅療養支援病院／診療所、在宅療養後方
支援病院の届出の有無（有の場合、医療機関
以外／医療機関での看取り数）

二次救急医療施設／救急告示病院の有無

高額医療機器の保有状況
（ＣT、ＭＲＩ、血管連続撮影装置、ＳＰＥＣＴ、Ｐ
ＥＴ、強度変調放射線治療器、遠隔操作式密
封小線源治療装置等）

退院調整部門の設置・勤務人数

入
院
患
者
の
状
況

新規入棟患者数

在棟患者延べ数

退棟患者数

入棟前の場所別患者数

予定入院・緊急入院の患者数

退棟先の場所別患者数

退院後に在宅医療を必要とする患者数

急
性
期
後
・
在
宅
復

帰
へ
の
支
援

退院調整加算、救急・在宅等支援（療養）病床初期加算

救急搬送患者地域連携受入加算

地域連携診療計画退院時指導料、退院時共同指導料

介護支援連携指導料、退院時リハビリテーション指導料

退院前訪問指導料

全
身
管
理

中心静脈注射、呼吸心拍監視、酸素吸入

観血的動脈圧測定 1日につき

ドレーン法、胸腔若しくは腹腔洗浄

人工呼吸 1日につき、人工腎臓、腹膜灌流

経管栄養カテーテル交換法

疾
患
に
応
じ
た
／
早
期
か
ら
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

疾患別リハ料、早期リハ加算、初期加算、摂食機能療法

リハ充実加算、体制強化加算、休日リハ提供体制加算

入院時訪問指導加算、リハを要する患者の割合

平均リハ単位数／患者・日、１年間の総退院患者数

１年間の総退院患者数のうち、入棟時の日常生活機能評価が１０点以上で
あった患者数・退棟時の日常生活機能評価が、入院時に比較して４点以上
改善していた患者数

長
期
療
養
患
者
・

重
度
の
障
害
者
等
の
受
入

療養病棟入院基本料、褥瘡評価実施加算

重度褥瘡処置、重症皮膚潰瘍管理加算

難病等特別入院診療加算、特殊疾患入院施設管理加算

超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算

強度行動障害入院医療管理加算

有
床
診
療
所
の
多
様
な
機
能

往診患者数、訪問診療数、在宅／院内看取り件数

有床診療所入院基本料、有床診療所療養病床入院基本料

急変時の入院件数、有床診療所の病床の役割

過去１年間の新規入院患者のうち、他の急性期医療を担う病院の一般病棟
からの受入割合

有床診療所の多様な役割
（①病院からの早期退院患者の在宅・介護施設への受け渡しとしての機能、
②専門医療を担う病院の役割を補完する機能、③緊急時に対応する機能、
④在宅医療の拠点としての機能、⑤終末期医療を担う機能）

幅
広
い
手
術

の
実
施

（全身麻酔の）手術件数（臓器別）

胸腔鏡下手術件数／腹腔鏡下手術件数

内視鏡手術用支援機器加算

が
ん
・脳
卒
中
・心
筋
梗
塞
等
へ

の
治
療

悪性腫瘍手術件数

病理組織標本作製、術中迅速病理組織標本作製

放射線治療件数、化学療法件数

がん患者指導管理料

抗悪性腫瘍剤局所持続注入、肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入

分娩件数

超急性期脳卒中加算、経皮的冠動脈形成術

入院精神療法、精神科リエゾンチーム加算

重
症
患
者
への
対
応

ハイリスク分娩管理加算／妊産婦共同管理料

救急搬送診療料、観血的肺動脈圧測定

持続緩徐式血液濾過、大動脈バルーンパンピング法

経皮的心肺補助法、補助人工心臓・植込型補助人工心臓

頭蓋内圧測定１日につき、人工心肺

血漿交換療法、吸着式血液浄化法、血球成分除去療法

一般病棟用の重症度、医療・看護必要度を満たす患者割合

救
急
医
療
の
実
施

院内トリアージ実施料

夜間休日救急搬送医学管理料

精神科疾患患者等受入加算

救急医療管理加算

在宅患者緊急入院診療加算

救急搬送患者地域連携紹介加算、地域連携診療計画管理料

救命のための気管内挿管

体表面／食道ペーシング法

非開胸的心マッサージ、カウンターショック

心膜穿刺、食道圧迫止血チューブ挿入法

休日又は夜間に受診した患者の数（うち診察後、直ちに入院となった患者数）

救急車の受入件数

構造設備・人員配置等に
関する項目

具体的な医療の内容に関する項目
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病床機能報告制度における医療機関からの報告方法について

【審査支払機関】 【保険者】

○○県

□▽県

・・・

・・・

都道府県毎にデータ
の引き出し・活用

全国共通のサーバー 【都道府県】
医療機関

医事
システム

オーダリングシステム
や手作業で入力

電子レセプト

・医療機関の情報

・患者の情報

・保険、公費の情報

・傷病名

・診療行為

（診療行為、点数、回数）

・医薬品、医療材料 等

＋入院している病棟情報
（ＳＩとして入力）

・・・

報告事項

構造・設備、人員配置
等に関する項目 送付

；報告制度の流れ

；診療報酬請求の流れ

【NDBと
同じサーバー（※）】

診療行為に関するデー
タ

（医療の内容に関する
項目）

事務局にて集計
必要に応じ医療機関
へ送付

※収集の根拠や目的を医療法に規定

○ レセプトに病棟情報を入力
するための医療機関・保険者
等のシステム改修は、Ｈ２６年
度の次の診療報酬改定時に
実施。
○ Ｈ２６年度は、医療の内容に
関する項目は、レセプトを活用
し、病院単位で収集。

※ 一部追記
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１　病床数の必要量と病床機能報告（許可病床）の結果との比較 【平成27年度病床機能報告】

（単位：床）
病床数の必要量

（H37年）
病床機能報告

（H27.7.1）
差し引き

病床機能報告
（6年後：H33年）

差し引き 6年後増減

A B B-A C C-A C-B

高度急性期 67 0 ▲ 67 不足 0 ▲ 67 不足 0
急　性　期 300 761 461 761 461 0
回　復　期 296 164 ▲ 132 不足 164 ▲ 132 不足 0
慢　性　期 279 462 183 462 183 0
休　棟　等 - 55 55 0

計 942 1,442 500 1,442 500 0
高度急性期 13 0 ▲ 13 不足 0 ▲ 13 不足 0
急　性　期 50 189 139 189 139 0
回　復　期 57 58 1 58 1 0
慢　性　期 15 0 ▲ 15 不足 0 ▲ 15 不足 0
休　棟　等 - 48 48 0

計 135 295 160 295 160 0
高度急性期 72 0 ▲ 72 不足 0 ▲ 72 不足 0
急　性　期 300 785 485 718 418 ▲ 67
回　復　期 246 38 ▲ 208 不足 86 ▲ 160 不足 48
慢　性　期 155 374 219 374 219 0
休　棟　等 - 19 38 19

計 773 1,216 443 1,216 443 0
高度急性期 480 658 178 658 178 0
急　性　期 1,408 2,426 1,018 2,251 843 ▲ 175
回　復　期 1,120 287 ▲ 833 不足 368 ▲ 752 不足 81
慢　性　期 1,013 1,059 46 1,153 140 94
休　棟　等 - 9 9 0

計 4,021 4,439 418 4,439 418 0
高度急性期 77 7 ▲ 70 不足 7 ▲ 70 不足 0
急　性　期 374 726 352 726 352 0
回　復　期 246 178 ▲ 68 不足 228 ▲ 18 不足 50
慢　性　期 452 547 95 497 45 ▲ 50
休　棟　等 - 122 122 0

計 1,149 1,580 431 1,580 431 0
高度急性期 65 0 ▲ 65 不足 0 ▲ 65 不足 0
急　性　期 308 605 297 714 406 109
回　復　期 250 192 ▲ 58 不足 133 ▲ 117 不足 ▲ 59
慢　性　期 224 263 39 213 ▲ 11 ▲ 50
休　棟　等 - 21 21 0

計 847 1,081 234 1,081 234 0
高度急性期 97 10 ▲ 87 不足 10 ▲ 87 不足 0
急　性　期 360 669 309 668 308 ▲ 1
回　復　期 192 160 ▲ 32 不足 160 ▲ 32 不足 0
慢　性　期 216 100 ▲ 116 不足 100 ▲ 116 不足 0
休　棟　等 - 53 54 1

計 865 992 127 992 127 0
高度急性期 31 0 ▲ 31 不足 0 ▲ 31 不足 0
急　性　期 155 398 243 398 243 0
回　復　期 137 109 ▲ 28 不足 109 ▲ 28 不足 0
慢　性　期 88 52 ▲ 36 不足 52 ▲ 36 不足 0
休　棟　等 - 57 57 0

計 411 616 205 616 205 0
高度急性期 902 675 ▲ 227 不足 675 ▲ 227 不足 0
急　性　期 3,255 6,559 3,304 6,425 3,170 ▲ 134
回　復　期 2,544 1,186 ▲ 1,358 不足 1,306 ▲ 1,238 不足 120
慢　性　期 2,442 2,857 415 2,851 409 ▲ 6
休　棟　等 - 384 404 20

計 9,143 11,661 2,134 11,661 2,114 0

由
利
本
荘

・
に
か
ほ

大
仙
・
仙
北

横
手

湯
沢
・
雄
勝

秋
田
県

秋
田
周
辺

区
域

医療機能

大
館
・
鹿
角

北
秋
田

能
代
・
山
本



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

大館・鹿角周辺地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1
独立行政法人労働者健康福祉機
構　秋田労災病院

大館市 0 0 150 150 46 46 54 54 0 0 250 250

2 医療法人健永会　明日実病院 大館市 0 0 20 20 0 0 78 78 0 0 98 98

3 大館市立扇田病院 大館市 0 0 62 62 0 0 42 42 0 0 104 104

4 医療法人　光智会　西大館病院 大館市 0 0 0 0 0 0 144 144 0 0 144 144

5 大館市立総合病院 大館市 0 0 375 375 0 0 0 0 0 0 375 375

6
医療法人楽山会　大湯リハビリ温
泉病院

鹿角市 0 0 0 0 45 45 106 106 0 0 151 151

7 かづの厚生病院 鹿角市 0 0 152 152 55 55 0 0 55 55 262 262

医療法人恵愛会　鹿角中央病院 鹿角市

【診療所】

8 鈴木胃腸科 大館市 0 0 0 0 0 0 19 19 0 0 19 19

9 小池眼科 大館市 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 2

10 森田泌尿器科 大館市 0 0 0 0 0 0 16 16 0 0 16 16

11 大里医院 鹿角市 0 0 0 0 18 18 0 0 0 0 18 18

12 福永　医院 鹿角市 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 3 3

0 0 761 761 164 164 462 462 55 55 1,442 1,442

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数
医療機関名 市町村

計



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

北秋田地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 北秋田市民病院 北秋田市 0 0 166 166 58 58 0 0 48 48 272 272

【診療所】

2 小林眼科医院 北秋田市 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 4 4

3 佐々木産婦人科医院 北秋田市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

0 0 189 189 58 58 0 0 48 48 295 295計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

能代・山本地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 医療法人松野敬愛会　能代病院 能代市 0 0 0 0 0 0 76 76 0 0 76 76

2
独立行政法人　地域医療機能推進
機構　秋田病院

能代市 0 0 167 167 0 0 0 0 0 0 167 167

3 能代山本医師会病院 能代市 0 0 165 165 0 0 35 35 0 0 200 200

4 医療法人　京回生会　京病院 能代市 0 0 0 0 0 0 93 93 0 0 93 93

5 能代厚生医療センター 能代市 0 0 409 361 0 48 0 0 0 0 409 409

6 医療法人双山会森岳温泉病院 三種町 0 0 0 0 38 38 114 114 0 0 152 152

【診療所】

7 能代南胃腸内科肛門外科 能代市 0 0 0 0 0 0 0 0 19 19 19 19

8 さいとう医院 能代市 0 0 0 0 0 0 19 19 0 0 19 19

9 医療法人　秋田医仁会　瀬川医院 能代市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

10 工藤泌尿器科医院 能代市 0 0 0 0 0 0 18 18 0 0 18 18

11 関医院 能代市 0 0 19 0 0 0 0 0 0 19 19 19

12 能代循環器科クリニック 能代市 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 6 6

13 永沢医院 能代市 0 0 0 0 0 0 19 19 0 0 19 19

木村医院 能代市

平野医院 能代市

医療法人白生会　白坂内科胃腸科
医院

能代市

0 0 785 718 38 86 374 374 19 38 1,216 1,216計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

秋田周辺地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 秋田厚生医療センター 秋田市 4 4 425 425 50 50 0 0 0 0 479 479

2 小泉病院 秋田市 0 0 70 70 0 0 0 0 0 0 70 70

3 医療法人　飯川病院 秋田市 0 0 0 0 0 0 40 40 0 0 40 40

4 社会医療法人明和会　中通総合病院 秋田市 8 8 442 442 0 0 0 0 0 0 450 450

5 秋田県立脳血管研究センター 秋田市 20 20 126 126 38 38 0 0 0 0 184 184

6 外旭川病院 秋田市 0 0 0 0 0 0 241 241 0 0 241 241

7 市立秋田総合病院 秋田市 6 6 370 370 0 0 0 0 0 0 376 376

8 医療法人白雄会白根病院 秋田市 0 0 53 53 0 0 0 0 0 0 53 53

9 秋田県立医療療育センター 秋田市 0 0 0 0 0 0 100 100 0 0 100 100

10 秋田赤十字病院 秋田市 46 46 450 294 0 29 0 127 0 0 496 496

11 社会医療法人明和会　中通ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 秋田市 0 0 0 0 110 110 110 110 0 0 220 220

12 医療法人正和会　五十嵐記念病院 秋田市 0 0 0 0 0 0 60 60 0 0 60 60

13 土崎病院 秋田市 0 0 26 26 0 0 84 84 0 0 110 110

14 細谷病院 秋田市 0 0 0 0 0 0 107 107 0 0 107 107

15 医療法人正観会　御野場病院 秋田市 0 0 0 0 45 78 107 74 0 0 152 152

16 秋田大学医学部附属病院 秋田市 574 574 0 0 0 0 0 0 0 0 574 574

17 男鹿みなと市民病院 男鹿市 0 0 145 145 0 0 0 0 0 0 145 145

18 杉山病院 潟上市 0 0 0 0 0 0 144 144 0 0 144 144

19 藤原記念病院 潟上市 0 0 92 92 0 0 48 48 0 0 140 140

20 湖東厚生病院 八郎潟町 0 0 56 56 44 44 0 0 0 0 100 100

【診療所】

21 高橋眼科医院 秋田市 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 11 11

22 医療法人城東整形外科 秋田市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

23 医療法人栄山会　山王胃腸科 秋田市 0 0 19 0 0 19 0 0 0 0 19 19

24 医療法人　並木クリニック 秋田市 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 15 15

25 細部眼科医院 秋田市 0 0 0 0 0 0 0 0 9 9 9 9

26 うちやま眼科医院 秋田市 0 0 8 8 0 0 0 0 0 0 8 8

27 医療法人福峰会はりう産婦人科内科クリニック 秋田市 0 0 12 12 0 0 0 0 0 0 12 12

28 医療法人小川内科医院 秋田市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

29 おのば眼科 秋田市 0 0 5 5 0 0 0 0 0 0 5 5

30 秋田南クリニック 秋田市 0 0 0 0 0 0 18 18 0 0 18 18

31 医療法人　玉田眼科 秋田市 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 6 6

32 木曽医院 秋田市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

33 医療法人正和会　小玉医院 潟上市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

34 南秋田整形外科医院 潟上市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

山王整形外科医院 秋田市

向島医院 秋田市

あきたレディースクリニック安田　 秋田市

658 658 2,426 2,251 287 368 1,059 1,153 9 9 4,439 4,439計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

由利本荘・にかほ地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 本荘第一病院 由利本荘市 0 0 160 160 0 0 0 0 0 0 160 160

2 由利本荘医師会病院 由利本荘市 0 0 0 0 50 100 100 50 0 0 150 150

3
独立行政法人国立病院機構あきた
病院

由利本荘市 0 0 0 0 0 0 334 334 0 0 334 334

4 由利組合総合病院 由利本荘市 7 7 379 379 109 109 0 0 107 107 602 602

5 医療法人佐藤病院 由利本荘市 0 0 98 98 0 0 39 39 0 0 137 137

6 金病院 にかほ市 0 0 0 0 0 0 60 60 0 0 60 60

【診療所】

7 清水泌尿器科内科医院 由利本荘市 0 0 0 0 0 0 14 14 0 0 14 14

8 前田眼科 由利本荘市 0 0 8 8 0 0 0 0 0 0 8 8

9 由利本荘市鳥海診療所 由利本荘市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

10 本荘整形外科 由利本荘市 0 0 5 5 0 0 0 0 0 0 5 5

11 医療法人早川眼科医院 由利本荘市 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 15 15

12 佐々木産婦人科医院 由利本荘市 0 0 13 13 0 0 0 0 0 0 13 13

13 猪股医院 由利本荘市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

14 浅野耳鼻咽喉科医院 由利本荘市 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 6 6

15 佐藤医院 由利本荘市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

16 さいとうクリニック にかほ市 0 0 0 0 19 19 0 0 0 0 19 19

7 7 726 726 178 228 547 497 122 122 1,580 1,580計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

大仙・仙北地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1
社会医療法人明和会　大曲中通病
院

大仙市 0 0 60 60 0 0 46 46 0 0 106 106

2 大曲厚生医療センター 大仙市 0 0 324 433 109 0 0 0 0 0 433 433

3 医療法人あけぼの会　花園病院 大仙市 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 50 50

4
秋田県立リハビリテーション・精神
医療センター

大仙市 0 0 0 0 50 100 50 0 0 0 100 100

5 協和病院 大仙市 0 0 0 0 0 0 57 57 0 0 57 57

6 市立田沢湖病院 仙北市 0 0 0 0 0 0 60 60 0 0 60 60

7 市立角館総合病院 仙北市 0 0 165 165 33 33 0 0 0 0 198 198

【診療所】

8 医療法人　六正会　佐藤医院 大仙市 0 0 0 0 0 0 0 0 18 18 18 18

9 小山田医院 大仙市 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 3 3

10 高階医院 大仙市 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 2

11 佐藤レデイースクリニック 大仙市 0 0 9 9 0 0 0 0 0 0 9 9

12 医療法人大曲眼科医院 大仙市 0 0 8 8 0 0 0 0 0 0 8 8

13 くしま産婦人科医院 大仙市 0 0 7 7 0 0 0 0 0 0 7 7

14 野々部外科内科医院 仙北市 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 19 19

15 佐藤医院 仙北市 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 11 11

0 0 605 714 192 133 263 213 21 21 1,081 1,081計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

横手地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 市立横手病院 横手市 0 0 178 178 47 47 0 0 0 0 225 225

2 市立大森病院 横手市 0 0 50 50 0 0 100 100 0 0 150 150

3 平鹿総合病院 横手市 10 10 410 410 113 113 0 0 53 53 586 586

【診療所】

4 高橋耳鼻咽喉科眼科クリニック 横手市 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 6 6

5 医療法人阿部耳鼻咽喉科医院 横手市 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1

6 山田眼科医院 横手市 0 0 12 12 0 0 0 0 0 0 12 12

7 雄物川ｸﾘﾆｯｸ 横手市 0 0 12 12 0 0 0 0 0 0 12 12

朝日ケ丘レディースクリニック 横手市

10 10 669 668 160 160 100 100 53 54 992 992計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計病床数



２　医療機関別の機能別許可病床数　（平成27年7月1日現在 → ６年後の予定） 【平成27年度病床機能報告】　

湯沢・雄勝地域

現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後 現在 6年後

【病院】

1 雄勝中央病院 湯沢市 0 0 275 275 48 48 0 0 57 57 380 380

2 医療法人　恭和会　渡部病院 湯沢市 0 0 0 0 0 0 33 33 0 0 33 33

3 羽後町立羽後病院 羽後町 0 0 114 114 54 54 0 0 0 0 168 168

【診療所】

4
医療法人尚仁会　松田記念泌尿器
科クリニック

湯沢市 0 0 0 0 0 0 19 19 0 0 19 19

5 ゆざわ眼科医院 湯沢市 0 0 9 9 0 0 0 0 0 0 9 9

6 医療法人せいとく会　菅医院 湯沢市 0 0 0 0 7 7 0 0 0 0 7 7

医療法人小野崎医院 湯沢市

0 0 398 398 109 109 52 52 57 57 616 616

回復期 慢性期 休棟等 合計病床数

計

医療機関名 市町村
 高度急性期 急性期



（ 参 考 ）

医療提供体制の現状に関するデータについて
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地域医療構想の課題抽出に活用できるデータとその分析

① ＮＤＢデータ ⇒ 資料集p8～16
・ 医療行為別の患者の流出入の把握

【分析例】二次救急を、患者住所地の医療圏で受けることができているかの確認

② 年齢調整標準化レセプト出現比（ＳＣＲ）⇒ 資料集p17～20
・ 地域ごとの疾患毎レセプトの出現状況を全国平均と比較
【分析例】さまざまなレセプトの出現頻度を他地域と比較することで不足する診療行為を確認

③ ＤＰＣデータ ⇒ 資料集p21
・ 当該医療圏で欠けている医療機能はないかを確認（特に、５疾病５事業に関わる主要疾患）

・ 各病院の機能が年度間で安定しているかを確認

・ 圏域内の各病院の機能分化の状況を把握

【分析例】圏域内の各病院の診療パターンより、機能分化の度合いを確認

④ アクセスマップと人口カバー率 ⇒ 資料集p21～24
・ ＤＰＣの疾病分類ごとの治療を行う医療機関までの移動時間による解析

【分析例】DPCの疾患分類ごとに、患者の医療機関へのアクセスに係る課題を分析

※ その他にも、医療計画策定支援ツールなどを利用して、現状の医療提供体制とその課題について分析する予定。
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